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Abstract Seasonal changes in host use of Eurema hecabe (Linnaeus) were investigated in the 
feld (Tokyo). The range of host plant species (Fabaceae) used was dfferent between the non- 
diapause (surmmer-morph) and diapause (autumn-morph) generations. The significance of 
this difference is discussed in relation to the seasonal adaptation. 
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は じ め に 


温帯 域 に 生息 する 蝶 類 の 分 布 や 生活 サイ クル の 決定 は , 冬 の 寒さ に 対抗 する た め の 光 周 性 や 休眠 な ど 
の 気候 適応 が 重要 な 役割 を 演じ て いる こと が 多く の 種 で 明らか に され て きた (正木 ・ 矢 田 , 1988). し 
か し , 冬 の 寒さ 以上 に 食物 の 供給 に 生活 サイ クル を 合わ せる こと も 極め て 大 切な こと で ある こと が 示 
唆 され て いる . た と えば , 北ア メリ ヵ み 産 の アゲ ハチ ョ ウ 類 の 中 に は 化 性 や ゃ 休 過 性 の 変異 が , 利用 する 
食 草 種 の 差異 と 対応 し て いる 種 が いる (Scriber, 1982 : Sims, 1980). 


キチ ョ ツウ Eurema hecabe (Linnaeus) は , 東南 アジ ア 熱 帯域 を 中 心 に . それ に 隣接 する 亜熱帯 域 か ら 
温帯 域 に か け て 広く 分 布 す る . 本 種 は 多 化 性 で , 成虫 は 季節 型 を 示す . 特に , 温帯 域 個体 群 で は 秋 型 
が 越冬 世代 で あり , 明確 な 生殖 休眠 を 行う (Kato, 1986 : 矢田 , 1974)、 幼虫 は 主 に マメ 科 植 物 を 食 草 
と し て いる が , 温帯 域 個体 群 と 亜熱帯 域 個 体 群 (お そら く , 熱帯 域 個 体 群 も ) と の 間 で は , 食 草 と し 
て 利用 する 植物 種 が 異な っ て いる (Kato et al., 1992). すなわち , 両 個体 群 と も ネム 4//zzz22 julibris- 
sin を 利用 で きる が , 温帯 域 個体 群 (本 州 ) は この 他 に メド ハギ Lespedeza cuneata な どの ハギ 属 Le- 
spedeza を 食 草 と し て お り , 亜熱帯 域 個体 群 (南西 諸島 石垣 島 ) で は メド ハギ が 生息 地 に 自生 し て いる 
に も か か わら ず こ れ を 利用 し て いな い . また 亜熱帯 域 個体 群 の 幼虫 を メド ハギ で 飼育 し て も その 生存 
率 は 大 変 低い . 亜熱帯 域 個体 群 の 食 草 は 主 に 亜熱帯 性 の ハマ セン ナ Ormocarpum chochinchinense で 
あり , 温帯 域 個 体 群 の 幼虫 は これ を 与え を られ て も ほとん ど 摂 食し な い . も ちろ ん , この 植物 は 温帯 域 
に は 分 布 し て いな い . 


キチ ョ ウ を 含め Eurema 属 の 多く の 種 は 東南 アジ ア の 熱帯 域 に 分 布 し て いる こと か ら , 本 種 の 起源 も 
熱帯 域 に ある と 考え られ て いる (Yata, 1989)、 それ ゆえ , この よう な ハギ 属 へ の 寄主 の 転換 は , 成虫 
の 季節 型 や 休眠 性 の 変化 (Kato & Handa, 1992 : Kato & Sano, 1987 ; 矢田 , 1974) と 共に , 本 種 が 熱 
帯 や 亜熱帯 域 か ら 温 帯域 へ 分 布 を 拡大 する 際 に 重要 な 役割 を 演じ た に 違い な いと 推測 され る . 


著者 は 以前 , 温帯 性 キ を チョ ウ の 生殖 活動 の 季節 変化 を 調査 し , 越冬 後 の 雌 ( 秋 型 ) は 主 に メド ハギ に 
産卵 する こと を 報告 し た (Kato, 1989)、 この こと は , 温帯 域 個体 群 の キチ ョ ウ に と っ て , ハギ 属 の 利 
用 が 地理 的 の みな ら ず , 季節 的 に も 生活 サイ クル の 維持 に 重要 で ある こと を 示唆 し て いる . し か し , 
前 報 (Kato, 1989) で は , 産卵 に 利用 き ほれ て いる 植物 種 の 十分 な 調査 は 行わ れ な か っ た . 
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fig.1. Fluctuations in the number of different morphs of Eurema hecabe from April to 
November. (A): males. (B) : females. 


それ ゆえ , 本 研究 で は , 温帯 域 の キチ ョ ウ に より 利用 きれ て いる 寄主 植物 を 季節 ご と に 調査 し , 越冬 
後 の 雌 ( 秋 型 ) は 非 越冬 世代 ( 夏 型 ) の 雌 と 異な り , 生長 の 遅い っ ネム を 利用 せ ず , 生長 の 速い メド ハギ 
な ど ハ ギ 属 を 利用 し て いる こと を 報告 する . 

方 法 

調査 場所 と し て , 前 報 (Kato, 1989) と 同様 に 国際 基督 教 大 学 (東京 都 三鷹 市 ) の キャ ン パ ス 内 の 草地 
( 約 10 km?) が 選ば れ た . そこ は , 雑木 林 で 囲ま れ , あちこち に メド ハギ の 群落 が 点 在 し , ネム や ヤマ 
ハギ な どの 小木 (いずれ も 高き 約 1-2 m) が 見 られ た . 調査 は 1992 年 4 月 か ら 11 月 まで の , 晴天 また 
は 薄曇り の 日 を 選び , で きる だ け 多 く の 日 数 実施 し た . 調査 時 刻 は , 雌 の 産卵 活動 が 盛ん な 午前 10 時 
か ら 午 後 2 時 の 間 と し た . この 他 に , 越冬 後 の 雌 に つい て の み , 1993 年 4 月 か ら 5 月 に か け て 補助 的 
な 調査 を 行っ た . 

調査 地 を まわ りな が ら , 産卵 中 の 雌 の 季節 型 と その 数 , お よび 産卵 植物 を 記録 し た . 季節 型 の 判定 は 
Kato 立 Sano (1987) に 従っ た . 同一 個体 の 再 記録 を 防ぐ た め に , 記録 後 は その 個体 を ネッ ト で 捕え , 
マジ ッ ク ペ ン で マー ク し て 放し た . 産卵 中 の 雌 以外 に も , 非 産卵 中 の 雌 や 雄 も 同様 に し て 記録 し た . 
産卵 行動 の 他 に , 寄主 植物 上 の 卵 の 有無 も 記録 し た . 
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Fig.2. Seasonal diferences in the host use of Eurema hecabe from April to November. 
(A) : eggs on plants. (B) : oviposition by non-diapause (summer-morph) females. 
(C) : ovipositon by pre- and post-diapause (autumn-morph) females. Aj: Albizzia 
ulibrissin. Lc: Lespedeza cuneata. Lb: Lespedeza bicolor. no: no oviposition. 
(—): no eggs. ( 十 ) : eggs. 


さら に , 春 か ら 初 夏 に か け て は , 寄主 植物 が 利用 で きる 状態 に ある か 簿 か を 知る た め に , 芽 の 生長 や 
葉 の 展開 の 様子 も 合わ せ て 記録 し た . 

結果 

1. 成虫 の 活動 消長 

Fig. 1 に 示す よう に , 越冬 し た 成虫 ( 秋 型 ) は 雌雄 共 , 4 月 上 旬 よ り 出 現し 始め , 5 月 上 旬 ま で 見 られ 
た . 雌雄 共生 殖 的 に 活発 な の は 4 月 中 頃 か ら 5 月 上 旬 ま で で あっ た . その 後 , 5 月 中 旬 か ら 下 旬 に か 
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Figs3-4. Photographs of two host species from mid- April to mid-June. (A) : mid- April. 
(B) : mid-May. (C) : mid-June. 3. Albizzia julibrissin. 4. Lespedeza cuneata. 





け て , 成虫 は 見 られ な か っ た . 


し か し , 6 月 に 入る と , 第 1 化 の 成虫 ( 夏 型 ) が 現われ た . その 数 は 雌雄 と も 次 第 に 増加 し , この 傾向 
は 8 月 下旬 まで 続い た . この 時 期 , 雌 は 主 に 産卵 を , 雄 は 探 施 を 行っ て お り , 雌雄 と も 生殖 活性 が 高 
か っ た . 夏 型 は 9 月 に 入っ て も , 雌雄 と も 生殖 的 に 活発 で あり , 雄 に よる 探 施 は 10 月 まで 続い た . 


休眠 世代 の 羽化 成虫 ( 秋 型 ) は 9 月 より 現われ 始め た . 出現 時 期 は 雌雄 で 多少 異な り , 雌 は 9 月 上 旬 
より, 雄 は 9 月 下旬 より 出現 し た . 秋 型 雌 は 交尾 し て いる も の も 見 られ た が , 多く は 吸 蜜 を 行っ て い 
た . 一 方 , 秋 型 雄 も 盛ん に 吸 蜜 行動 を と っ て いた . 11 月 下旬 に な る と , 成虫 は ほとん ど 見 られ な く 
な っ た. 

2. 寄主 植物 利用 の 季節 変化 

3 種 の 寄主 植物 (ネム , メド ハギ , ヤマ ハギ ) 利用 が , 雌 の 産卵 行動 と 葉 上 の 卵 の 有無 か ら 調 べら れ た 
(Fig. 2). 

① 各 植 物 上 で の 産卵 雌 の 消長 


Fig.2B に 示さ れ て いる よう に , 非 休眠 世代 の 雌 ( 夏 型 ) に つい て は , 産卵 が 6 月 上 旬 か ら 始 まり , 9 
月 中 旬 ま で 続い た . この 間 , 産卵 行動 は ) ネム と メド ハギ 上 で 見 られ た だ. ヤマ ハギ に 関し て は , 6 月 
に 産卵 行動 が 観察 され な か っ た 以外 は 上 記 2 種 の 植物 の 場合 と 同様 だ っ た . 
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一 方 , 休眠 世代 の 雌 ( 秋 型 ) に 関し て は , 産卵 は 越冬 後 の 4 月 中 旬 か ら 5 月 上 旬 ま で 見 られ , メド ハ 
ギ の み に 行 われ て いた (Fig.2C). ネム や ヤマ ハギ に 産卵 中 の 秋 型 雌 は 観察 きれ な か っ た . 1993 年 春 
の 補助 調査 に お いて も 同様 の 傾向 が 観察 され た (産卵 中 の 秋 型 雌 は 14 頭 中 10 頭 で も やり, いずれ も メ 
ド ハ ギ に 産卵 し て いた ). この 年 は 天候 不順 の た め , 以後 の 調査 を 打ち 切っ た . 


また , 秋 型 の 雌 は 9 月 上 旬 か ら 出 現し 始め た が , 越冬 前 の 産卵 行動 を と っ て いる も の は 観察 され な 
か っ た . 


② 各 植 物 上 の 卵 の 有無 
観察 時 間 中 に , 必ず し も ゃ 産卵 中 の 個体 が 見 られ る と は 限ら な い の で , 食 草 上 の 卵 の 有無 も 調査 し た . 


ネム 上 に は 6 月 か ら 9 月 まで 連続 的 に 卵 が 見 られ た が , 4 月 か ら 5 月 に か け て は 卵 は 見 られ な か っ た 
(Fig. 2A). 


一 方 , メド ハギ 上 に は 4 月 中 旬 か ら 5 月 上 旬 ま で 卵 が 見 られ た . その 後 一 時 期 卵 が 見 られ な く な り , 
再び 6 月 か ら 9 月 まで 見 られ た だ た. 以上 の 両 植物 に 関し て は , 卵 の 有無 は 産卵 雌 の 消長 と 一 致し て い 
た た. 


ヤマ ハギ に つい て は , メド ハギ の 場合 と 良く 似 て いた . 4 月 に は 産卵 中 の 雌 は 観察 きれ な か っ た が , 
卵 は 葉 上 に 認め られ た . た だ , 6 月 に は 卵 が 見 られ ず , この 点 は メド ハギ の 場合 と 異な っ て いた . 


1993 年 の 補助 調査 で も , 4 月 か ら 5 月 に か け て は , 卵 は メド ハギ と ヤマ ハギ 上 の み 産 み 付 けら れ て い 
だ た: 


3. 各 寄 主 植物 の 発芽 と 生長 
Fig. 3 と Fig.4 は 4 月 か ら 6 月 に か け て の ネム と メド ハギ の 生長 と 葉 の 展開 の 様子 を 示し て いる . 


ネム は 4 月 中 旬 に は 新芽 が 出現 し 始め た が , 生長 が 遅く , 4 月 下旬 まで 葉 の 展開 は ほとん ど 見 られ な 
か っ た (Fig.3). 5 月 に 入る と 新 棒 の 生長 が 進み , 中 旬 以 降 は 葉 の 展開 が 顕著 と な っ た . 6 月 に は 新 
棒 の 長き は 10 cm を 越え た . 


一 方 . メド ハギ は 4 月 上 旬 に 地上 に 芽 が 出 始め , 4 月 中 旬 か ら 下 旬 に か け 基 の 生長 と 共に 新 葉 の 展開 
が 起き 始め た (Fig.4). 5 月 に 入る と 生長 が 盛ん に な り , 6 月 に は 数 10 cm の 高 さ に まで 生長 し た . 写 
真 に は 示し て いな い が , ヤマ ハギ の 生長 も 比較 的 速く 、 メド ハギ と 良く 似 た 傾向 を 示し た . 


7 月 か ら 8 月 まで は いずれ の 植物 も 良く 生長 し , 葉 を 繁 ら ちら せ て いた が , 9 月 に は 生長 は 鈍り だ し , 新 葉 
の 出現 が 少な く な っ た . 10 月 以降 は 生長 が 見 られ な か っ た た. 


考察 


本 研究 で 調査 し た キチ ョ ウ の 活動 の 季節 的 消長 , すなわち 活動 時 期 お よび 季節 型 の 転換 時 期 は , 出現 
個体 数 が 少な か っ た 点 を 除い て , 前 報 (Kato, 1989) の 場合 と 同様 の 傾向 を 示し た . 個体 数 減少 の 原因 
は 不明 だ が , お そら く < 生息 地 お よび その 周辺 の 環境 の 変化 が 影響 し て いる の で あろ う . 


本 研究 か ら , 越冬 し た キチ ョ ウ の 休眠 世代 雌 ( 秋 型 ) は 非 休眠 世代 雌 ( 夏 型 ) と 異な り , メド ハギ や ヤ 
マハ ギ な どの ハギ 属 (Lespedeza) を 利用 し , ネム を 利用 し て いな いこ と が 明らか と な っ た . 野外 で の 
寄主 植物 の 生長 の 観察 か ら ,. これ は , まだ 気温 の 低い 春 に は ネム の 生長 が 遅く , 産卵 の た め に 十分 な 
葉 の 伸長 や 展開 が 見 られ ず , 代わ り に 生長 の 速い ハギ 類 に 産卵 が 集中 する た めで ある と 推測 され る . 
春季 に お ける ネム 属 と ハギ 属 の 生長 の 差 は , 前 者 が 亜熱帯 - 熱 帯 性 で ある の に 対し , 後者 が 温帯 性 で あ 
る (大 井 , 1967) こと か らく る 両者 の 温度 依存 性 の 差異 に よる も の で あろ う . また , 越冬 後 の 雌 に 温 
室 で 生長 を 早め た ネム の 葉 を 与え る と , 産卵 が 行わ れる (加藤 , 未 発表 ) こと か ら , 休眠 雌 ( 秋 型 ) が 
ネム に 対す る 産卵 選好 性 を 持た な いわ け で は な い . 
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それ め ゆえ, 前 報 (Kato, 1991) に お いて 示唆 し た よう に , 温帯 域 キ チョ ウ の ハギ 類 へ の 食 草 転換 は , 生 
活 サ イク ル の 維持 に 必須 で ある こと が 明らか と な っ た . 蝶 類 の 活動 時 期 と その 寄主 植物 の 関係 に つい 
て , と の よう な 観点 あら の 研究 は 少な く , 他 の 種 で の 研究 が 望ま れる . 


最後 に , 本 調査 で ヤマ ハギ へ の 産卵 が 6 月 に , 一 時 的 に 見 られ な く な っ た 原因 を 考察 し た い . 調査 地 
で は こと この頃, ヤマ ハギ の 葉 上 に は 他 の 昆虫 (ゾウ ムシ 類 な ど ) が 多く 見 られ た . これ ら の 昆虫 の 食害 
に より , ヤマ ハギ の 葉 は 質 的 に 悪化 し , この こと が ヤマ ハギ へ の 産卵 回 避 に つなが っ た 可能 性 が ある . 
し か し , この 点 に 関し て は , さら に 詳し い 調 査 研究 が 必要 で ある . 
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Summary 


Host use of Eurema hecabe was examined from April to November in the field, and compared 
between non-diapause generation and diapause generation females. The former (summer-morph) 
females, which were Hying from June to September, used three legume species (A bizzia julibrissin, 
Lespedeza cuneata and Lespedeza bicolor) as hosts. On the other hand, the latter (autumn-morph) 
females which had overwintered oviposited on L. cuneata and L. bicolor in spring, but not on 4. 
julibrissin delaying in growth. Oviposition behavior was not found in diapause generation females 
before hibernation. These suggest that the use of Lespedeza species by the larvae of the spring 
genaration is crucial for the maintainance of its life-cycle in the temperate population of the 
butterfly. 
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